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1.  平成26年2月期第2四半期の業績（平成25年3月1日～平成25年8月31日）

(2) 財政状態

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年2月期第2四半期 12,226 5.8 233 △46.0 372 △30.8 164 △44.4
25年2月期第2四半期 11,556 12.2 432 393.9 538 207.2 294 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年2月期第2四半期 6.73 ―
25年2月期第2四半期 12.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年2月期第2四半期 13,028 7,237 55.6 297.01
25年2月期 13,086 7,210 55.1 295.87
（参考） 自己資本 26年2月期第2四半期 7,237百万円 25年2月期 7,210百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年2月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00
26年2月期 ― 0.00
26年2月期（予想） ― 5.00 5.00

3. 平成26年 2月期の業績予想（平成25年 3月 1日～平成26年 2月28日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,400 1.4 1,100 △24.4 1,300 △26.1 700 △37.6 28.72



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注） 詳細は、添付資料Ｐ．３ 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年2月期2Q 24,470,822 株 25年2月期 24,470,822 株
② 期末自己株式数 26年2月期2Q 101,869 株 25年2月期 99,773 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年2月期2Q 24,369,914 株 25年2月期2Q 24,373,469 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく

四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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（１）経営成績に関する定性的情報

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、金融緩和政策や経済対策により円高の解消や株価の上昇が進行

し、輸出企業を中心に回復基調となり、消費者マインドも高額品主導で改善の兆しが見えてまいりました。

当衣料品小売業界におきましては、雇用回復や所得改善の遅れで厳しい市場環境が続いているものの、記録的な

猛暑が追い風となりました。

このようななか、当社はシニア層も意識した店舗運営の推進や、レディース商品の品揃え強化、店舗システムの

再構築やタブレット端末を導入した業務・販促インフラ整備等の施策に注力したほか、本部制を廃止して意思決定

のスピードアップを図りました。

商品面では、アダルト・シニア向けカジュアルウェアブランド“ウィルクス・バシュフォード”において一段上

質なプラチナライン等の品揃えを強化し、また値ごろ感のある商品の充実も図ってまいりました。イタリア高級素

材に撥水機能を付けたスーツや超軽量スーツ、またクールマックス（吸汗、速乾）やアイスコットン素材のジャケ

ット、ドレスシャツ等進化したクールビズ（ファッション＋機能）商品にも積極的に取組み、好調に推移いたしま

した。後半は猛暑の影響もあり、七分袖や半袖のビジネスシャツ、カジュアルシャツ等が売り上げを伸ばしまし

た。また、レディース商品につきましては、通勤着や就職活動用を中心にセットアップスーツ等の品揃えを強化し

ました。バッグやアクセサリー商品等も品揃えの充実を図り、順調に売上を伸ばしました。

その結果、当第２四半期累計期間で既存店での売上高は８月まで23ヶ月連続でプラスとなり、前年同期比6.0％

増加と好調に推移いたしました。

店舗面では、タカキューを３店舗、セマンティック・デザインを４店舗、シャツ・コードを２店舗、合計９店舗

出店いたしました。一方、低効率などの理由により２店舗退店し、当第２四半期会計期間末では前年同期比６店舗

増の277店舗となりました。なお９月には関西地区の旗艦路面店としてタカキュー京都四条店を出店いたしており

ます。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は122億２千６百万円（前年同期比5.8％増）、新店舗システム導入

及び出店・改装の費用負担等により営業利益は２億３千３百万円（同46.0％減）、経常利益は３億７千２百万円

（同30.8％減）、四半期純利益は１億６千４百万円（同44.4％減）となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）財政状態に関する定性的情報

資産、負債及び純資産の状況

資産の部は、前事業年度末に対して５千７百万円減少し、130億２千８百万円となりました。主な要因は、流

動資産で現金及び預金が２億５千９百万円減少し、商品が５千９百万円、固定資産で無形固定資産が３千６百万

円および投資その他の資産が６千万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

負債の部は、前事業年度末に対して８千５百万円減少し、57億９千万円となりました。主な要因は、流動負債

で支払手形及び買掛金・電子記録債務が５億９千万円増加し、未払法人税等が３億４千８百万円およびその他の

未払金が３億１百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

純資産の部は、前事業年度末に対して２千７百万円増加し、72億３千７百万円となりました。主な要因は、評

価・換算差額等が３千４百万円増加したこと等によるものであります。

キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に対して２億５千９百万円減少し、23億

２千８百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

営業活動によるキャッシュ・フローは、５億５千６百万円の収入（前年同期比４億９千８百万円の収入増加）

となりました。これは税引前四半期純利益３億５千万円、非資金的費用の減価償却費２億３千４百万円および仕

入債務の増加５億９千万円による収入等と、法人税等の支払額５億４千４百万円の支出等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

投資活動によるキャッシュ・フロ－は、６億４千５百万円の支出（前年同期比４億８千万円の支出増加）とな

りました。これは敷金及び保証金の回収による収入が１億２千９百万円ありましたが、新規出店等により有形固

定資産の取得による支出４億９千９百万円、敷金及び保証金の差入による支出１億１千３百万円およびその他の

資産取得による支出８千９百万円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億７千万円の支出（前年同期比１千２百万円の支出減少）となりま

した。これは主に配当金の支払額１億６千９百万円があったことによるものです。

（３）業績予想に関する定性的情報

平成26年２月期通期の業績予想につきましては、平成25年４月５日に公表いたしました業績予想から変更はあり

ません。

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,587,804 3,328,314

売掛金 1,261,714 1,288,122

商品 2,628,097 2,687,657

貯蔵品 80,655 54,321

繰延税金資産 155,736 156,590

その他 229,696 248,091

流動資産合計 7,943,705 7,763,095

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 371,361 377,366

機械及び装置（純額） 2,059 1,544

器具及び備品（純額） 459,125 472,739

その他（純額） 8,041 14,169

有形固定資産合計 840,588 865,820

無形固定資産 288,242 325,045

投資その他の資産

関係会社株式 205,271 258,997

賃貸不動産（純額） 37,593 34,887

差入保証金 333,429 322,434

敷金 3,258,518 3,236,714

繰延税金資産 198,753 165,072

その他 220,756 281,074

貸倒引当金 △240,309 △224,493

投資その他の資産合計 4,014,013 4,074,687

固定資産合計 5,142,843 5,265,553

資産合計 13,086,549 13,028,649

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,089,226 1,383,871

電子記録債務 2,017,246 2,313,036

未払法人税等 546,480 198,373

賞与引当金 176,204 234,268

その他 1,382,620 993,894

流動負債合計 5,211,779 5,123,445

固定負債

退職給付引当金 20,189 20,189

資産除去債務 506,863 505,235

その他 137,137 142,069

固定負債合計 664,190 667,494

負債合計 5,875,969 5,790,939



（単位：千円）

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期会計期間
(平成25年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 568,428 568,486

利益剰余金 4,637,989 4,631,414

自己株式 △24,708 △25,640

株主資本合計 7,181,708 7,174,260

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 28,870 63,448

評価・換算差額等合計 28,870 63,448

純資産合計 7,210,579 7,237,709

負債純資産合計 13,086,549 13,028,649



（２）四半期損益計算書
（第２四半期累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年８月31日)

売上高 11,556,246 12,226,542

売上原価 4,583,408 4,843,643

売上総利益 6,972,838 7,382,899

販売費及び一般管理費 6,540,569 7,149,505

営業利益 432,268 233,393

営業外収益

不動産賃貸料 189,458 172,696

その他 85,491 103,916

営業外収益合計 274,949 276,612

営業外費用

不動産賃貸費用 138,161 121,284

その他 30,137 15,963

営業外費用合計 168,299 137,248

経常利益 538,918 372,757

特別損失

減損損失 9,002 21,809

特別損失合計 9,002 21,809

税引前四半期純利益 529,916 350,948

法人税、住民税及び事業税 230,469 173,245

法人税等調整額 4,683 13,680

法人税等合計 235,153 186,925

四半期純利益 294,763 164,022



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 529,916 350,948

減価償却費 147,615 234,039

減損損失 9,002 21,809

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,816 △15,816

賞与引当金の増減額（△は減少） 57,697 58,064

災害損失引当金の増減額（△は減少） △500 －

有形固定資産除却損 17,896 6,844

受取利息及び受取配当金 △5,680 △4,973

支払利息 1,097 －

売上債権の増減額（△は増加） 240,146 △26,407

たな卸資産の増減額（△は増加） 264,711 △33,225

仕入債務の増減額（△は減少） △646,936 590,434

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,869 28,366

その他 △97,967 △109,035

小計 510,050 1,101,050

法人税等の支払額 △451,558 △544,636

災害損失の支払額 △180 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 58,312 556,413

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △198,119 △499,040

無形固定資産の取得による支出 △24,978 △61,165

貸付金の回収による収入 40 －

敷金及び保証金の差入による支出 △26,299 △113,329

敷金及び保証金の回収による収入 93,488 129,397

資産除去債務の履行による支出 △10,646 △20,541

その他の資産取得による支出 △4,591 △89,426

長期預り保証金の返還による支出 △1,900 △2,868

長期預り保証金の受入による収入 1,800 7,800

利息及び配当金の受取額 5,738 3,287

投資活動によるキャッシュ・フロー △165,467 △645,887

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 200,000 －

短期借入金の返済による支出 △200,000 －

長期借入金の返済による支出 △108,000 －

自己株式の増減額（△は増加） △160 △873

利息の支払額 △1,315 －

配当金の支払額 △72,775 △169,143

財務活動によるキャッシュ・フロー △182,250 △170,017

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △289,405 △259,490

現金及び現金同等物の期首残高 2,952,920 2,587,804

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,663,514 2,328,314



該当事項はありません。

該当事項はありません。

商品別売上高

（注）１．その他衣料等はスカート、ワンピースのほか、クレジットカード会員獲得に伴う手数料収入、衣料品の

修理・加工に伴う収入等であります。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

前第２四半期累計期間

（自 平成24年３月１日

至 平成24年８月31日）

当第２四半期累計期間

（自 平成25年３月１日

至 平成25年８月31日）

前事業年度

（自 平成24年３月１日

至 平成25年２月28日）

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

重衣料 4,028,840 34.9 4,196,121 34.3 8,873,758 35.5

中衣料 547,800 4.7 551,019 4.5 2,332,932 9.3

軽衣料 6,577,060 56.9 7,072,030 57.9 12,979,638 51.8

その他衣料等 402,545 3.5 407,371 3.3 851,840 3.4

合計 11,556,246 100.0 12,226,542 100.0 25,038,170 100.0
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